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知らなかった !

赤十字は、災書が起きた時に駆けつけるだけじゃないんだ。

365日 、それぞれの部門がそれぞれの場所で動き続けているんだね。

災害に備えた訓練、知識や技術の普及、

物資の整備、医療現場や海外での活動などなど、

すべてが人を救うことにつながっている。

このかけがえのない日常を支える赤十字の日々の活動を、

私が伝えていきます。

TEAM

■ 日本赤十学社
Japanese Red Cross Soj叫

脚騒

日本赤十字社の活動は、皆様の寄付によつて支えられています。

日 本 赤 十 字 社  茨 城 県 支 部 〒310‐ 0914水 戸市」改 町2551 TEL029-241-4516



皆さまのご寄付がカタチを変えて社会に貢献しています

団 国 内災 害救 護活 動

日本赤十字社は、地震や台風等の災害や大事故が発生した際、救護

班を派遣して医療救護活動、救援物資の配布、こころのケア、ボラン

ティア活動等を行います。

茨城県支部では、災害時に備え、救援物資、救援車両を全市町村に配

備し、災害発生時は、被災された方々に救援物資を迅速に配布します。

多様化・甚大化の傾向にある災害に対応し、苦しむ人々を救い続ける

ため、皆さまの温かいご協力を必要としています。

皆さまからのご寄付は、ここでご紹介する「災害救護活動」をはじめ、

苦しむ人を救う様々な活動に大切に使わせていただいています。

令和4年の主な災害

3月 地震災害

7月  大雨災害

8月 大雨災害

9月 台風災害

(福島県)

(宮城県)

(東北・北陸地方)

(静岡県)

▲医療支援を行う日赤職員

、 連 肇 尽 § 注 燕 帯 (毎苔

団 青少年赤 十 字事業 函 社会福祉事業 (平L児 院)

▲【令和4年8月大雨災害】救援物資を被災地に届ける日赤職員

青少年赤十字は、地域社会や世界平和に貢献できる

優しいこころを持つた子どもたちを育成しています。

本県では、350校、約66,000人 のメンバーが、校内

外での清掃活動、慰間、募金活動等の活動を通して、赤

十字の心を育んでいます。

▲避難所生活で必要な救援物資(マット等)

社会的・経済的な事情により、ご家庭での養育が難

しい0歳から小学校就学前までの乳幼児を、24時間体

制でお預かりしてしヽます。

また、乳児院では、子どもたちと一緒に遊び、授乳や

離乳食を介助するボランティアが活躍しています。

ASDGsについて学ぶ高校生メンバー ▲しゃぼん玉を追いかける乳幼児



茨城県支部および国際支援活動へ温かいご支援をお願いします

函 国際 支 援 活 動

ウグライナ人道危機救援 トルコ・シリア地震救援

2022年2月 24日 から1年以上が経つ現在も、終わり

の見えなしヽ武力紛争が続しヽています。赤十字は、紛争

地域での医療支援や避難誘導、避難地域での物資や住

居の提供など、継続的な支援を続けています。

日本赤十字社は、資金援助に加え、ウグライナや周辺

国に職員を派遣し、現地のニーズに対応した支援活動

を展開しています。

▲首都キーウで攻撃のなか、24日寺間体制で対応する緊急対応チーム
◎ウクライナ赤十字社

払 込 取 扱 票

1 裏面の注意事項をお読みくださしち(ゅうちょ銀行)

▲敷護にあたるシリア赤新月社のスダッフ
⑥欽RC

▲温かいスープを準備するボランティア
⊂ RCS

振替払込請求書兼受領証

2023年2月 6日 、ト

ルコとシリアの国境

付近で大地震が発生

しました。被災地で

は、赤十字の職員及

びボランティアが、数
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日本赤十字社は、2

億3,000万 円の緊急

資金援助、また、職員

を派遣し、現地の二―

ズに対応した支援活

動を展開しています。
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令和5年度茨城県支部 活動資金 (ご寄付 )の便いみち
赤十字の活動は、皆さま方のご寄付で支えられています

単位:千円

総額455,335千 円

■I①いのちと健康を守る
活動のため

■I②焚害救護関連施設等の

維持管理のため

ll ③活動資金募集のため

■I④広報活動のため

■I⑤活動の運営管理のため
(国内の災害に対する

対応を含む)

◆災害救護活動と数護体制の強化等
⇒88,637千円

◆市町村の赤十字活動

(地域ボランティアの活動なa
⇒58,400千円

◆全国的な赤十字活動

(海外の紛争・災害への対応を含む)

⇒53,978千円

◆青少年赤す字・ボランティアの養成
⇒25,436千円

◆健康・安全のための知識と技術の普及
⇒30,248千円

◆国際支援活動
⇒2,051干円

⑤

93,988
(20.6%)

①
258,750
(56.8%)

④
25,883
(5,7%)

③
34,446
(ア.6%)②

42,268
(9.3%)

あなたのご寄付で実現する活動
B 0 0 円 で 叩

ヽ

　

て

|=老
=  

議

,t

四

ξ:ttttl
l子 J]I II

輸

毛布

…
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…
資金の有効活用のため、この受領

証をもって日本赤十字社の受領証に
かえさせていただきます。

なお、本受領証は、免税証として
利用いただけます。

払込みいただいた金額は個人に
ついては、所得税法第78条第2
項第3号の規定に基づく寄付金
に該当し、法人については、法
人税法第37条第4項に基づく寄
付金に該当します。

〒310-0914 日本赤十字社
茨城県支部 組織振興課
電話 029-241-4516

(ご注意〉
。この用紙は、機械で処理しますの
で、金額を記入する際は、枠内には
つきりと記入してください。また、
本票を汚したり、折り曲げたりしな
いでください。
。この用紙は、ATMで はご利用いた
だけません。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は
郵便局の渉外員にお預けになるとき
は、引換えに預り証を必ずお受け取
りください。
・この用紙による、払込料金は無料
となります。
・ご依頼人様からご提出いただきま
した払込書に記載されたおところ、
おなまえ等は、加入者様に通知され
ます。
・この受領証は、払込みの証拠となる
ものですから大切に保管してください。
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0 B 0 円 で5日 I
0 0 B 0 円 で

1セ ット4人分

この場所 には、何 も記載 しないで ください。



令和 年度

日本赤十字社 活動資金 領収書(控)名簿

○赤十字 シール について

初めて活動資金にご協力いただいた方には

赤十字シールを交付しております。

ご希望の方はお問合せ先までご連絡下さい。

○ 領収書 につ いて

(1)1枚の綴りで 10人分書けます。

マ
(2)領収書は 2枚複写になっております。

2枚目 :活動資金にご協力いただいた方に

お渡し下さい。

1枚 目 :活動資金にご協力いただいた方の

名簿として、各区会において保管

下さい。

※提出は不要です。

※区費で納めていただくところは、領収書は

不要です。

【お問合せ】

つくば市研究学園一丁 目 1番 地 1

日本赤十字社つくば市地区 (福祉部社会福祉課内)

奮 029-883-1111 内線 :2121

区 名 代 表 者 名  (区長名)

合  計

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

活動資金額 ご  芳  名


